
１．平成 14 年度事業の基本方針 

 

平成 14 年度の事業実施に当たっては、我が国の発展に貢献する北海道という観点に立ち、21 世紀

にふさわしい北海道総合開発を効果的に推進するため、地域の意向を踏まえて、厳しい経済状況にあ

る北海道が個性と創造性を発揮して地域の活力を回復するよう「循環型経済社会の構築など環境問題

への対応」、「少子・高齢化への対応」、「地方の個性ある活性化、まちづくり」、「都市の再生」、「科学

技術の振興」、「人材育成、教育」、「世界最先端のＩＴ国家の実現」といった主要 7 分野を中心に、

農林水産業、観光やＩＴ産業等優位性のある産業の発展を通じた経済・産業構造の改革の推進に資す

る社会基盤を重点的に整備する。 

 なお、社会基盤の整備に当たっては、次のことを踏まえ効果的・効率的に事業を実施する。  

 

（１）事業箇所の重点化 

   事業実施箇所の重点化を進め、事業の早期完成、供用を図る。 

○ 事業実施箇所の重点化（平成１３年度との箇所数比較） 

     河川事業（補助） 約２７％減  

地方道事業 約１１％減  

港湾事業 約１１％減 

国営農業農村整備事業 約１４％減 

 

（２）北海道の特徴を踏まえた事業への重点化 

北海道の特徴である環境や雪などを活かした地域づくりを進める事業への重点化を図る。 

○ 釧路湿原の保全や標津川の自然復元型川づくりなど北海道の環境を保全、再生する事業の

展開  

○ 活力ある北国の生活文化の創造と雪に強い快適な冬の生活環境づくりを進めるための「ふ

ゆトピア事業」を総合的に展開  

 

（３）事業間連携の強化 

地域の総合的な発展と開発事業を効果的・効率的に推進するため、様々な事業間連携を推進す

る。  

１）環境保全対策の総合的な推進 

北海道における貴重な自然環境の保全に向けた河川、湖沼、農地等の有する環境保全機能の維

持・回復。 

例）・ラムサール条約登録湿地である釧路湿原において、土砂流入抑制のための土砂調整池や水辺林

整備等の河川事業と国営総合農地防災事業の実施。 

・アオコの発生等水質悪化が見られる網走湖における農耕地からの表土流失防止や水質改善に資

する国営総合農地防災事業や、下水道整備と連携した河川事業（浄化事業）の実施。 

２）ゼロエミッションの達成に向けた建設リサイクルの推進 

公共事業におけるゼロエミッション達成のための事業相互の建設発生土の有効活用やリサイク

ル材の率先利用。 



例）・尻別川や鵡川漁港から発生する掘削・浚渫土砂の中山地域の総合整備や鵡川干潟の保全への活

用。 

・幾春別川総合開発、国営滝野すずらん公園整備におけるチップ化・堆肥化された間伐材の土壌

改良材や園路整備等への活用。 

３）マルチモーダル施策の推進（港湾・空港へのアクセスの改善等） 

港湾、空港等の国際・国内拠点やそれらに接続する道路等の整備と機能向上による物流人流ネッ

トワークの強化。 

例）・苫小牧港東港区の多目的国際ターミナルと日高自動車道等の整備 

・新千歳空港、釧路空港にアクセスする道央圏連絡道路、釧路空港線等の整備 

４）ＩＴ情報ネットワークの整備 

広域分散型社会である北海道の情報化、ＩＴ化を進める河川、道路、下水道等の管理用光ファイ

バー収容空間の整備とネットワーク化や解放の促進。 

例）・民間光ケーブルの収容ができる道路情報ボックスの整備促進 

・地方公共団体との相互接続の検討等。 

５）冬トピア事業の推進 

北海道開発事業の広範な分野での地域とともに雪に強い快適な冬の生活環境づくり等の推進。 

例）・国道 233 号の秩父別町、国道 5 号の余市町における地下水や下水処理水を利用した融雪溝の整

備 

・古平漁港での冬季の厳しい就労環境に配慮した防風・防雪施設の整備 

６）ニューカントリー事業の推進 

地域住民にも訪れる人々にも快適で個性と活力に満ちた北海道型農山村コミュニティの形成の

ために市町村が作成した「ニューカントリー」構想を実現させる公共事業間の連携やまちの活性

化施設と連携に係わる事業等の推進。 

例）・三石町でのまちづくり計画と一体となった国道 235 号の拡幅整備、商店街の近代化整備、下水

道事業の実施。 

７）鉄道駅とその周辺の総合的な開発整備 

鉄道駅周辺における各種の開発整備の総合的な実施による都市中心部の再生。 

例）・旭川市における駅周辺開発整備計画（北彩都あさひかわ）の実現のため鉄道高架事業、土地区

画整理事業等と連携した国道 237 号神楽橋拡幅、合同庁舎等の整備。 

８）まちづくりとの連携 

都市や地域の個性ある発展や災害に強いまちづくり形成と連携した各種基盤整備の実施。 

例）・札幌市の土地区画整理事業と連携した豊平川堤防の高規格化による治水・防災基盤の整備。 

・斜里町ウトロの市街地再開発と連携した国道 334 号と宇登呂漁港の整備。 


